
Ⅴ章 まちの活力を生み出す産業づくり
（産業振興）

１ 産業育成

２ 産業活性化

３ 中小企業・勤労者支援

188



Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　１　産業育成

総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

5,000

指標名 単位

シティ・セールスイベント事業

冬にイベントを開催することにより、春夏秋冬それぞれに適したイベントが行われることに
なり、市内外からイベントを通じて人を呼び込み、地域経済が活性化するほか、朝霞市がＰ
Ｒできている。

産業振興課 510H27年度事業費

事務事業名

シティ・セールスの一環として、「シティ・セールス朝霞ブランド」に認定した5点の地域
資源を活用した事業展開を図る。
シティ・セールスの一環として、春の「黒目川花まつり」、夏の「彩夏祭」、秋の「アート
マルシェ」に次ぐ冬のイベントとして「北朝霞どんぶり王選手権」を開催する。

H25年度

千円

5111 4531 4532

H26年度
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

1 1
活
　
動

① 冬のイベント開催回数 1 1

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

②

H27年度

6,000

1

②

成
　
果

回

① 冬のイベント来場者数 6,000回 5,000 5,500

１ 産業育成

（１） 朝霞ブランドの育成

（２） 産業育成のための連携強化

（３） 起業・創業の支援

① 朝霞ブランドの育成

④ 周辺環境への対応の促進

① 情報の収集と発信

② 市民と事業者の連携促進

③ 地域に密着した産業の振興

① 支援体制の充実

② 人材の育成

③ 新たな産業の創出
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　１　産業育成

産業文化センター管理運営事業

めざす
目的成果

利用者サービスが向上し、多くの中小企業者や市民の方々が安全、快適に利用している。

総合振興
計画コード

課名 産業振興課

事務事業名 商工総務事務事業

348

・指定管理者制度により、産業文化センターの維持管理と運営業務を行う。
・減免申請受付事務

H27年度事業費 63,949 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

H27年度

347 348

②

347

① 利用件数 件 4,400 4,600 4,600 4,600

めざす
目的成果

5122 5123

市内商工業の振興を図るための友好的な取組に対する調整が取れている。

総合振興
計画コード

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容

・延床面積1,000㎡以上の立地に関し、大店法に基づく庁内連絡会議を開催し、環境、交通等の必要事項を関係部署と協議
する。・工場立地法に基づく届出の受理・勧告を行う。・毎月1回開催の朝市に関して、朝市出店者協議会を開催する。・
公衆浴場の設備を近代化するために必要とする費用の一部を申請に基づき補助する。・災害発生時の商工業者被害調査を実
施する。・2年に1回、計量検査実施に係る事前照会事務を行う。・災害時相互応援協定を締結している自治体等と交流を行
う。・ふるさと納税寄附者に対して謝礼品を贈呈する。

課名 産業振興課 H27年度事業費 130 千円

1 1 1

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

① 朝市開催回数 回 13 13 13

②

事務事業名

5121

活
　
動

① 開所日数

事業内容

成
　
果

②

4,600

日 347

1

成
　
果

H27年度

活
　
動

① 朝市出店者協議会開催回数 回 1

13 13

②
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　１　産業育成

5321

産業振興課 H27年度事業費 1,675 千円

5311

起業家育成支援事業

総合振興
計画コード

5131 3213 5121 5123 5132

事務事業名

現状の数値
（H26年度見込）

各年度目標・計画

めざす
目的成果

本市で起業する方が増加し、雇用の促進と市内産業が活性化している。

事業内容

・起業に係るセミナー事業
・起業に係る専門家による相談事業
・起業家向け融資制度に係る利子の補給事業
・融資制度利用者に対する債務不履行に係る損失補償事務
・仕事や雇用に係る情報提供の支援（図書館ビジネス支援サービス事業）

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

課名

24 24 24
活
　
動

① 起業家育成相談件数 件

指標名 単位

24

②
起業家育成セミナー実施
回数

回 4 4 4 4 4

20

29 32 35
成
　
果

①
起業家育成相談による起
業者（累計）

人 35

② 起業家育成セミナー参加者 人 126 60 60 60 60

49
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　２　産業活性化

5311 5312 5313 5322

商工会支援事業事務事業名

総合振興
計画コード

5211 5121 5122 5124 5133 5212 5221 5222

産業振興課 H27年度事業費 17,930

めざす
目的成果

市内商工業が発展・発達するとともに地域コミュニティーが向上し、市全体が賑わいと活気
に満ちている。
中心市街地が活性化され、その波及効果により市全体の経済活動が活発となっている。

事業内容

・商工会事業費の一部を助成する。
・あさか商工まつり事業費の一部を助成する。
・商工会が中小企業向けに実施する研修会等の講師謝金を補助する。
・商工会との連絡調整会議を定例的に開催する。
・朝霞ＴＭＯの運営費及び事業費に対して助成する。

千円課名

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

12,000 10,800 10,800
活
　
動

① 商工会補助金交付額 千円 12,000

② 商工まつり補助金交付額 千円 1,530 1,700 1,530 1,530 1,700

10,800

57 57 57
成
　
果

① 商工会組織率 ％ 57

② 商工まつり来場者数 万人 16 16 16 16 16

55

２ 産業活性化

（１） 魅力ある商業機能の形成

（２） 都市近郊における工業の振興

（３） 都市近郊における農業の振興

① 総合的な商店街活性化の促進

② 商店街の機能向上

① 事業者間の交流・連携の促進

② 既存工業の活性化

① 都市農業の振興

② 農地の保全
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　２　産業活性化

新規

600,000

②

― ― ― 600,000
成
　
果

①
プレミアム付商品券発行総
額

千円

50,000

②

― ― ― 50,000
活
　
動

①
プレミアム付商品券発行セット数
（1セット10,000円 プレミアム20％） セット

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

産業振興課 H27年度事業費 ―

めざす
目的成果

地域における消費が喚起され、地域経済が活性化している。

事業内容

・国の「地域住民生活等緊急支援のための交付金」を活用し、朝霞市商工会を事業実施機関とし、プレミアム分、発行経費
及びＰＲイベント経費等に対し補助金を交付する。
・1セット10,000円の商品券にプレミアム率20％（2,000円分）を上乗せして販売する。（500円券×24枚）
・販売促進及び消費喚起のためのＰＲイベントを実施する。
・消費喚起効果の測定を実施する。

千円課名

総合振興
計画コード

事務事業名

総合振興
計画コード

5211 5212

課名

めざす
目的成果

事業内容

8,072

商店会支援事業

誰もが安全、安心に買い物ができ、賑わいと活気に満ちた商店街となっている。

産業振興課 9,726H27年度事業費

事務事業名

・商店会が実施する商店街活性化活動に対して事業費の一部を補助する。
・商店会が維持管理している街路灯の電気料金及び修理等に要した費用の一部を補助する。
・商店会が整備する商店街施設整備事業費の一部を補助する。

H25年度

千円

5211 1122 5122 5212

H26年度 H27年度
指標名 単位

現状の数値
（H26年度見込）

各年度目標・計画

20 20
活
　
動

①
商店街関連補助金の交付
件数

20 20件

7,491 8,072 4,757

20

②

成
　
果

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

②

①
商店街関連補助金の交付
金額交付金額

5,520

プレミアム付商品券発行事業

千円
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　２　産業活性化

朝霞駅南口駅前通りアメニティーロード化事業

めざす
目的成果

朝霞駅南口駅前通りを整備することにより、誰もが安心・快適に買い物ができるように歩行
者空間が確保され、魅力ある駅前通りとなっている。

総合振興
計画コード

事務事業名 農業総務事務事業

めざす
目的成果

5231

係の総務的な事務を滞りなく行うことによって、各事業が計画的かつ効率的に実施できてい
る。

・歩く人を優先するため歩道をゆったりとり、車道をクランクや曲線にして車の速度の低減
を促し、同時に通過交通の減少を図る。
・歩車道をインターロッキングブロック化、無電柱化などを行う。
・交通規制に向けた、交通社会実験を行う。

課名 道路整備課 H27年度事業費 ― 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

H27年度

5 3 3

協議会の運営・支援 交通社会実験の実施交通規制社会実験等の検討協議会の運営・支援

5

① 進捗率 ％ 30 20 30 40 40

3

総合振興
計画コード

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

事業内容
・共通消耗品、公用車の管理事務
・さいたま地区農業改良普及協議会等の会議に出席して、情報収集・情報交換する。

課名 産業振興課 H27年度事業費 1,024 千円

1 1 1

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

3

① 公用車の故障・事故件数 件 0 0 0

②
さいたま地区農業改良普及協議
会等の会議への出席回数 回

② 協議回数 回

事務事業名

5212

活
　
動

① 基本構想作成

事業内容

協議会の運営・支援

成
　
果

②

―

1

成
　
果

H27年度

活
　
動

① 公用車の法定点検 回 1

0 0

100②
さいたま地区農業改良普及
協議会等の会議への出席率

％

3 3 3 3

100100 100 100

194



Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　２　産業活性化

1,358 千円

現状の数値
（H26年度見込）

12 12 12

浜崎農業交流センター運営事業

農業振興支援事業

産業振興課 H27年度事業費

12

総合振興
計画コード

5231

事務事業名

各年度目標・計画

めざす
目的成果

地場農産物の直売を促すとともに、地域住民と農業者の交流が図られている。

事業内容
・地場農産物直売活動の拠点として、また、住民と農業者の交流を目的とした農業交流施設を管理する。
・市内の農業者で構成する農産物直売組合への貸出

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

課名

153 154 154
活
　
動

① 営業日数 日

施設点検巡回回数 回 12

指標名 単位

154

②

156

40,000,000 40,000,000 40,000,000
成
　
果

① 40,000,000

② 購入者数 人 45,000 54,000 54,000 54,000 54,000

40,000,000

事務事業名

総合振興
計画コード

5231 5122 5232

円農産物の売上

産業振興課 H27年度事業費 7,947

めざす
目的成果

農業の収益性を高める取組や担い手の育成を支援するとともに、農業経営の施策を計画的に進め、都
市農業の利点が最大限に発揮され、地産地消等が推進されている。
農業体験事業等を通じて、市民と農家の交流により地域農業に対する相互理解が深まっている。

事業内容

・農業後継者育成視察及び女性農業後継者育成研修会を実施する。（各1回） ・緑肥作物種子の無料配布を行う。
・地場野菜振興事業費補助金等の補助金を交付する。  ・災害発生時の農業関係被害調査を実施する。
・農業体験の実施（田植え、じゃがいも掘り、稲刈り、さつまいも掘り、にんじん掘り）（各1回）
・農業情報誌の発行（年1回）  ・認定農業者の認定

千円課名

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

2 2 2
活
　
動

① 研修会等の開催回数 回 2

② 農業体験の開催回数 回 5 5 5 5 5

2

50 50 50
成
　
果

① 研修会等の参加者数 人 80

② 農業体験の参加人数 人 1,362 700 700 700 700

35
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　２　産業活性化

事務事業名

総合振興
計画コード

5232 2311

市民農園事業

産業振興課 H27年度事業費 7,776

めざす
目的成果

農地とふれあう場を提供することにより、市民が農作物の栽培を通じて収穫の喜びや農業に
対する理解を深め、地主は遊休農地の活用ができ、農地が保全されている。

事業内容

市内に市民農園を設置及び管理することにより、希望する市民に農作物の栽培の場を提供する。
なお、利用者からは以下のとおり利用料金を徴収する。
【1区画当たりの利用料金】
1区画15㎡の場合　   500円／月（634区画）
1区画30㎡の場合 　2,000円／月（　42区画）

千円課名

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

642 669 669
活
　
動

① 農園の利用区画数 区画 669

② 既存農園の整備区画数 区画 225 187 225 306 306

676

100 100 100
成
　
果

① 農園利用率 ％ 100

②

100

事務事業名

総合振興
計画コード

5232 5122

農業祭事業

産業振興課 H27年度事業費 900

めざす
目的成果

農業祭を開催し生産者間での農産物の品評をすることで、農業技術や農産物の品質の改善が
図られている。また、農業者間の交流や消費者との交流を通じ農業に対する理解が深まって
いる。

事業内容
・農業祭会場設営に関する委託料を支出する。
・農業祭の運営に係る負担金を朝霞市農業祭運営委員会に支出する。

千円課名

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

1 1 1
活
　
動

① 開催日数 日 1

②

1

5,000 5,000 5,000
成
　
果

① 来場者数 人 5,000

②

6,000
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Ⅴ章　まちの活力を生み出す産業づくり　　２　産業活性化

事務事業名

総合振興
計画コード

5232

水利組合補助事業

産業振興課 H27年度事業費 490

めざす
目的成果

水利組合の活動を補助し、農業用水施設を維持管理することにより、用水の安定確保と耕地の環境が
維持されている。

事業内容 農業用水施設の維持管理団体へ施設の維持管理費及び管理に要する経費の一部を補助する。

千円課名

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

40 40 40
活
　
動

①
用水施設の維持管理点検
及び揚水管理日数

日 40

②

40

0 0 0
成
　
果

①
揚水時期における揚水機器
故障及び水路等の損壊件数

件 0

②

0

事務事業名

総合振興
計画コード

5232

農業委員会運営事業

農業委員会事務局 H27年度事業費 13,749

めざす
目的成果

農業委員会を円滑に運営し、農地転用等が農地法に基づき適正に行われることにより、市内
の農地が効率的に利用され、耕作者の地位が安定している。

事業内容

・農業委員会の運営に関する事務を行う。             ・農地の違反転用等に係る是正指導を行う。
・農地の利用状況調査及び遊休農地対策を行う。       ・農業者年金に関する事務を行う。
・農業だよりを発行する。                           ・先進地視察研修を行う。
・朝霞地区農業委員会連絡協議会に関する事務を行う。

千円課名

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

100 100 100
活
　
動

①
農地法の規定による許可・
届出等の受付件数

件 100

②
農地の利用状況調査実施
回数

回 1 1 1 1 1

200

12 12 13
成
　
果

① 農業委員会総会開催回数 回 13

② 遊休農地解消率 ％ 62 40 40 40 40

12
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②

12

成
　
果

①
農地転用等証明書の発行
回数

回 100 40 40 40 40

1 1 1

② 農地転用履歴の更新回数 回 12 12 12 12

活
　
動

①
住民基本台帳等とのデー
タ突合回数

回 1 1

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

めざす
目的成果

農家及び農地に関する情報を適正に台帳管理することにより、農業委員会の事務が円滑に実
施されている。

事業内容
・住民基本台帳等とデータ突合、また、農地転用等に係る各種届出の受付処理をすることに
より、農家・農地基本台帳を整備する。
・農地転用に係る各種届出等の証明書発行に関する事務を行う。

課名 農業委員会事務局 H27年度事業費 870 千円

事務事業名 農家・農地基本台帳管理事業

総合振興
計画コード

5232
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総合振興
計画コード

課名

めざす
目的成果

事業内容

―

個人住宅リフォーム資金補助事業

市内施工業者による個人住宅のリフォーム工事を行うことにより、定住化（市外流出抑
制）、市外からの流入、消費喚起及び市内企業の経済活性化が図られている。

産業振興課 ―H27年度事業費

事務事業名

国の「地域住民生活等緊急支援のための交付金」を活用し、市内に事業所を有する施工業者による個人住宅のリ
フォーム工事を行った市民に対し、その費用の一部を補助する。
・対象工事費：10万円（消費税込み）以上
・補助率：対象工事費（消費税込み）の10％
・補助限度額：個人住宅10万円

H25年度

千円

5311

H26年度
指標名 単位

現状の数値
（H26年度見込）

各年度目標・計画

― 200
活
　
動

① 補助件数 ― ―件

H27年度

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）

200

500,000② 補助対象工事費総額

― ― 20,000

― ――

②

成
　
果

500,000

① 補助金交付額 20,000千円

千円

３ 中小企業・勤労者支援

（１） 経営基盤の強化

（２） 勤労者支援の充実

① 情報収集と相談機能の充実

② 人材育成と組織強化の支援

③ 経営への支援

① 雇用の促進

② 福利厚生の充実

③ 労働相談の充実
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就労支援事業

めざす
目的成果

就労希望者は、就業に役立つ知識、心構え等を習得し、自身のスキルアップを図れるよう
になっている。

総合振興
計画コード

250,000

② 中小企業利子補給金額 千円 19,148 13,000 21,874 21,874 13,500

330,000 250,000 800,000 800,000
成
　
果

① 中小企業融資実行金額 千円

55

② 中小企業利子補給受付件数 件 338 260 340 340 270

55 50 100 100
活
　
動

① 中小企業融資実行件数 件

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画 後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

産業振興課 H27年度事業費 117,798

めざす
目的成果

市内中小企業者は、低利で事業資金の確保ができ、経営の安定化と事業経営者の負担が軽
減されている。

事業内容

・小口融資制度等取扱金融機関に貸付金の原資となる預託金を預けることにより、低利の事業資金融資を提供する。
・融資制度利用者が償還した利子額について利率の1％分を補助する。
※補助期間：運転資金5年間・設備資金6年間
・市融資制度申込案件に対する審査の実施及び融資利用者に対する債務不履行に係る損失補償事務。
・埼玉県信用保証協会と連携し同協会の保証付き融資に係る相談窓口を開設。
・中小企業信用保険法に基づくセーフティネット保証認定書交付事務。

千円課名

事務事業名

総合振興
計画コード

5313

単位

・就職支援セミナーを開催する。
・就職支援相談を実施する。
・埼玉県雇用開発協会及び朝霞地区雇用対策協議会に負担金を支出し、総会等に出席する。

中小企業融資支援事業

3

課名 産業振興課 H27年度事業費 463 千円

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度

指標名

60

24

現状の数値
（H26年度見込）

各年度目標・計画

H27年度

24 24 24

3 3就職支援セミナー実施回数

事業内容

24

① 就職支援セミナー参加者数 人 41 60 60 60

回 3

② 就職支援相談実施回数 回

事務事業名

5321

活
　
動

①

就職支援相談者数 人

3

成
　
果

11043 110 110 110②
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勤労者支援事業

産業振興課 H27年度事業費 713 千円

現状の数値
（H26年度見込）

各年度目標・計画

総合振興
計画コード

5323 5311 5321

事務事業名 内職相談事業

めざす
目的成果

内職希望者及び内職求人事業者の就業・雇用条件等が合致し、両者が円満に働いている。

事業内容
家庭外で働くことが困難で内職を希望する方に対し、内職の相談・紹介を行うとともに、
内職提供事業所の調査、開拓及び仕事提供の依頼を行う。

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

課名

指標名

99 99 99
活
　
動

① 内職相談実施回数 回 99

単位

99

②

45 45 45
成
　
果

① 内職紹介人数 人 45

②

42

事務事業名

総合振興
計画コード

5323 5322

産業振興課 H27年度事業費 294

めざす
目的成果

勤労者が抱える労働・雇用問題等が解決され、円満に働いている。

事業内容
・労働や雇用問題、各種社会保険などに係る相談を行う。
・勤労者住宅資金貸付制度の休止に伴い、利用者が支払っている利息の利率が高くなるた
め、その差額を中央労働金庫朝霞支店に補助する。

千円課名

後期基本計画
目標・計画
（H27年度）H25年度 H26年度 H27年度

指標名 単位
現状の数値

（H26年度見込）

各年度目標・計画

12 12 12
活
　
動

①
労働・社会保険相談実施
回数

回 12

② 勤労者住宅資金預託金 千円 ― 25,000 ― ― ―

12

36 36 36
成
　
果

① 労働・社会保険相談人数 人 36

② 勤労者住宅資金貸付件数 件 ― 2 ― ― ―

12
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